
同
盟
と
核
軍
縮
の
狭
間
で

　
　
　
－
一
九
五
七
．
五
八
年
に
お
け
る
米
国
軍
縮
政
策
と
ド
イ
ツ
問
題
－

倉
　
　
科

希

（131）同盟と核軍縮の狭問で

序
章

　
本
稿
は
、
一
九
五
七
年
か
ら
五
八
年
に
お
け
る
、
米
国
の
軍
縮

交
渉
と
対
西
独
政
策
の
相
互
関
係
を
考
察
す
る
。
こ
の
時
期
の
軍

縮
交
渉
に
関
す
る
従
来
の
研
究
で
は
、
同
盟
国
と
の
関
係
、
と
く

に
西
独
と
の
そ
れ
が
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
軍
縮
政
策
に
与
え

た
影
響
に
、
必
ず
し
も
十
分
な
関
心
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
ま
ず
、
ド
イ
ツ
問
題
へ
の
配
慮
が
五
〇
年
代
後
半
に
お

け
る
米
国
の
軍
縮
政
策
を
著
し
く
規
定
し
て
い
た
こ
と
を
立
証
す

る
。
し
か
し
な
が
ら
同
時
に
、
ア
イ
ぜ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
期
に
は
核

兵
器
の
も
た
ら
す
危
険
が
広
く
認
識
さ
れ
、
東
西
間
の
軍
縮
、
と

く
に
核
軍
縮
が
緊
急
課
題
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
変
化
は
、
た
だ
ち
に
米
国
に
と
っ
て
の
ド
イ
ツ
問
題
と
西
独

の
重
要
性
を
軽
く
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ

問
題
へ
の
配
慮
か
ら
核
軍
縮
交
渉
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
、
も
は
や

不
可
能
に
な
っ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
な
変
化
は
、
す
で
に
五
〇

年
代
後
半
ま
で
に
は
冷
戦
が
新
た
な
段
階
に
達
し
て
い
て
、
米
ソ

両
超
大
国
が
、
巨
大
な
軍
事
力
を
手
に
に
ら
み
あ
い
な
が
ら
、
一

定
の
対
立
緩
和
を
目
指
す
よ
う
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
軍
縮
交
渉
と
ド
イ
ツ
問
題
に
対
す
る
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政

権
の
対
応
は
、
し
た
が
う
て
、
冷
戦
が
「
安
定
化
」
「
制
度
化
」

に
向
か
う
長
期
的
な
変
容
を
表
し
た
時
期
へ
の
も
の
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

冷
戦
期
の
米
国
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
基
本
政
策
は
、
西
独
を
合
む

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
政
治
的
、
軍
事
的
、
経
済
的
結
び
つ
き
を
維

131
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持
し
、
ソ
連
の
影
響
力
拡
大
を
抑
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
く
に

西
独
の
軍
事
力
を
ソ
連
封
じ
込
め
に
動
員
す
る
た
め
、
五
〇
年
代

初
頭
か
ら
そ
の
再
軍
備
を
要
求
し
た
。
同
時
に
米
国
政
府
は
、
再

軍
備
後
の
西
独
を
拘
束
す
る
た
め
に
も
、
西
独
を
北
大
西
洋
条
約

機
構
（
N
A
T
O
）
に
加
盟
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
西

独
の
和
解
を
支
援
し
、
N
A
T
0
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
網
の
目

に
よ
っ
て
西
独
を
封
じ
込
め
よ
う
と
し
た
。

　
こ
の
「
二
重
の
封
じ
込
め
」
（
O
；
巨
⑦
8
葦
巴
目
昌
竃
け
）
は
、

西
側
と
の
結
束
強
化
に
積
極
的
な
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
（
六
〇
弓
ぎ

＞
箒
；
畠
『
）
西
独
首
相
の
方
針
と
も
合
致
し
て
い
た
。
し
か
し

同
時
に
、
ド
イ
ツ
分
断
の
解
決
を
求
め
る
野
党
や
世
論
を
前
に
、

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
西
側
と
の
結
束
の
み
を
訴
え
る
わ
け
に
は
い
か

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
彼
は
、
西
側
と
の
協
調
の
も
と
ソ
連
に

対
し
て
強
い
立
場
に
立
つ
こ
と
こ
そ
が
再
統
一
へ
の
近
道
と
説
き
、

自
ら
の
対
西
側
政
策
と
再
統
一
政
策
と
を
結
び
つ
け
た
。
さ
ら
に

・
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
・
は
、
西
側
諸
国
に
ド
イ
ツ
再
統
一
へ
の
協
力
を
約

束
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
東
独
政
府
と
東
独
が
承
認
し
た
「
現
状
」

の
正
統
性
を
認
め
な
い
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
強
硬
な
対
東
側
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
支
持
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
将
来
を
巡
る
ド
イ
ツ
問
題
と
「
二

重
の
封
じ
込
め
L
は
か
た
く
結
び
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
五
〇
年
代
　
〃

に
は
そ
の
上
に
親
密
な
米
独
関
係
が
築
か
れ
た
。
と
く
に
西
独
の

N
A
T
O
加
盟
が
実
現
し
た
五
五
年
か
ら
第
二
次
ベ
ル
リ
ン
危
機

が
勃
発
す
る
五
八
年
十
一
月
ま
で
は
、
両
国
間
に
顕
著
な
問
題
が

な
い
、
相
対
的
に
安
定
し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

　
（
2
）

が
多
い
。

　
ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
、
米
国
政
府
の
軍
縮
政
策
は
大
き
な
転
換
を

迎
え
て
い
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（
o
峯
厨
葦
U
．
冒
ω
昌
＝
o
ξ
胃
）

大
統
領
は
、
核
兵
器
の
軍
拡
競
争
が
も
た
ら
す
危
険
性
を
十
分
認

識
し
て
は
い
た
が
、
彼
の
在
任
中
は
そ
の
認
識
が
ソ
連
と
の
条
約

締
結
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
と
く
に
第
一
期
目
の
大
統

領
は
、
五
五
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
首
脳
会
談
に
お
け
る
「
領
空
解

放
」
（
O
O
竃
ω
巨
窃
）
の
よ
う
に
注
目
を
集
め
る
提
案
を
発
表
す

る
一
方
、
具
体
的
争
点
を
巡
っ
て
は
柔
軟
性
を
欠
い
て
い
た
。
ジ

ュ
ネ
ー
ヴ
会
談
以
降
も
、
米
国
政
府
は
他
の
西
側
諸
国
と
と
も
に
、

ソ
連
に
対
し
て
通
常
兵
力
と
核
兵
力
の
双
方
に
わ
た
る
包
括
的
軍

縮
協
定
を
求
め
て
い
た
。
し
か
し
五
七
年
春
に
な
る
と
、
こ
の
姿

勢
が
変
化
し
始
め
た
。
こ
の
時
米
国
は
、
一
部
の
分
野
に
お
け
る

協
議
を
先
行
さ
せ
て
包
括
的
軍
縮
の
パ
ツ
ケ
ー
ジ
を
ほ
ど
い
た
。

翌
年
に
は
、
核
実
験
禁
止
条
約
を
他
の
軍
縮
問
題
か
ら
切
り
離
し
、



（133）同盟と核軍縮の狭聞で

さ
ら
に
十
月
に
は
核
実
験
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
発
表
し
た
。
米
国

政
府
は
、
五
九
年
に
は
、
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
さ
え
受
け
入

れ
る
用
意
が
あ
っ
た
。
五
〇
年
代
後
半
は
ま
さ
に
、
そ
れ
ま
で
の

「
不
毛
」
な
軍
縮
交
渉
と
六
三
年
の
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
締

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
〕

結
を
結
ぷ
「
不
可
欠
な
架
け
橋
」
で
あ
っ
た
。

　
軍
縮
政
策
の
転
換
は
、
米
国
の
対
西
独
政
策
と
ド
イ
ツ
問
題
に

影
響
を
及
ぽ
さ
ず
に
は
い
な
小
つ
た
。
ジ
ュ
ー
ネ
ー
ヴ
会
談
以
来

西
側
諸
国
は
、
ド
イ
ツ
再
統
一
の
よ
う
な
政
治
問
題
の
解
決
が
伴

わ
な
け
れ
ば
、
軍
縮
条
約
の
価
値
は
大
き
く
損
な
わ
れ
る
と
主
張

し
て
い
た
。
西
独
の
再
統
一
政
策
を
支
援
す
る
意
味
合
い
を
も
っ

た
、
ド
イ
ツ
問
題
と
軍
縮
問
題
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
五
七
年
以
降
の
米
国
軍
縮
政
策
の
転
換
と
と
も
に
、

結
局
こ
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
は
切
断
さ
れ
て
し
ま
う
。
な
ぜ
、
そ
し
て

ど
の
よ
う
に
し
て
、
ド
イ
ツ
問
題
と
軍
縮
問
題
は
切
り
離
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
米
独
関
係
と
冷
戦
の
中
で
ど

の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
検
討
す

る
た
め
に
、
本
稿
で
は
五
七
年
か
ら
五
八
年
に
か
け
て
の
米
国
政

府
の
軍
縮
政
策
と
、
米
独
関
係
と
の
関
連
を
検
討
す
る
。
こ
の
二

年
問
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
に
お
け
る
軍
縮
政
策
の
転
換
が
始

ま
っ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
問
題
と
軍
縮
政
策
の
関
連
も
よ
り
明
確
に

現
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
当
時
の
軍
縮
交
渉
に
関
す
る
主
要
な
先
行
研
究
で
は
、
ド
イ
ツ

問
題
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
は
必
ず
し
も
主
要
な
研
究
テ
i
マ
と
は
な

　
　
　
　
　
　
（
4
）

っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
時
期
の
米
国
の
冷
戦

戦
略
に
関
す
る
研
究
に
は
、
同
盟
国
へ
の
配
慮
が
も
た
ら
す
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
最
近
で
は
、
マ
ー

ク
．
ト
ラ
ク
テ
ン
バ
ー
グ
が
ド
イ
ツ
問
題
を
冷
戦
の
中
心
に
据
え

た
研
究
を
発
表
し
て
い
る
。
ト
ラ
ク
テ
ン
バ
ー
グ
創
身
は
ア
イ
ゼ

ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
軍
縮
交
渉
の
限
界
の
み
を
強
調
し
て
お
り
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
問
題
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
し
か
し
な

が
ら
彼
の
根
本
的
な
洞
察
は
、
今
後
の
研
究
に
重
要
な
示
唆
を
与

え
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
戦
略
に
関
す

る
研
究
の
影
響
を
受
け
て
か
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
軍
縮
政

策
を
真
剣
な
も
の
と
受
け
と
め
つ
つ
、
そ
の
中
で
の
同
盟
国
の
役

割
を
検
討
し
た
研
究
も
若
干
存
在
す
る
が
、
冷
戦
と
ド
イ
ツ
問
題

と
の
関
連
を
ト
ラ
ク
テ
ン
バ
ー
グ
ほ
ど
掘
り
下
げ
た
研
究
は
見
ら

　
（
7
）

れ
な
い
。

軍
縮
政
策
転
換
の
始
ま
り
一
五
七
年
春

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
五
七
年
春
に
そ
れ
ま
で
の
軍
縮
政
策
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を
転
換
し
た
。
五
五
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
首
脳
会
談
以
来
の
包
括
的

軍
縮
条
約
を
求
め
る
立
場
か
ら
、
核
実
験
禁
止
や
核
分
裂
性
物
質

の
生
産
停
止
な
ど
の
特
定
分
野
で
の
交
渉
を
、
包
括
的
軍
縮
交
渉

に
先
立
っ
て
進
め
る
立
場
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
針
転

換
は
、
同
時
に
、
包
括
的
軍
縮
と
結
び
つ
い
て
い
た
ド
イ
ツ
問
題

を
限
定
的
軍
縮
交
渉
か
ら
切
り
離
す
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
問
題

と
軍
縮
交
渉
の
関
係
を
組
み
替
え
る
決
定
で
も
あ
っ
た
。

　
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
談
の
後
、
五
六
年
か
ら
五
七
年
に
か
け
て
軍
縮

交
渉
の
中
心
舞
台
と
な
っ
た
国
際
連
合
軍
縮
委
員
会
ロ
ン
ド
ン
小

委
員
会
（
以
下
、
ロ
ン
ド
ン
会
議
。
参
加
国
は
米
、
英
、
仏
、
ソ
、

加
の
五
力
国
）
に
お
い
て
、
西
側
代
表
団
は
当
初
、
包
括
的
軍
縮

条
約
の
締
結
お
よ
び
軍
縮
交
渉
と
ド
イ
ツ
問
題
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
を

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
、

基
本
方
針
と
し
て
い
た
。
こ
の
基
本
方
針
に
再
考
を
促
し
た
の
カ

ス
タ
ッ
セ
ン
（
雪
胃
o
δ
望
鶉
ω
g
）
軍
備
管
理
担
当
大
統
領
特

別
補
佐
官
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
会
議
の
米
国
代
表
団
議
長
を
兼

ね
て
い
た
ス
タ
ッ
セ
ン
は
、
ソ
連
が
西
側
と
の
交
渉
に
真
剣
な
態

度
を
示
し
て
い
る
と
し
て
、
包
括
的
軍
縮
交
渉
に
先
立
っ
て
、
十

二
ヶ
月
の
核
実
験
停
止
を
合
む
限
定
的
軍
縮
協
定
の
締
結
を
擾
言

し
た
。
五
七
年
四
月
十
三
目
付
の
提
案
で
は
、
核
実
験
停
止
に
加

え
て
軍
事
用
核
分
裂
性
物
質
の
生
産
停
止
、
通
常
兵
力
削
減
へ
の

着
手
、
査
察
の
実
施
を
限
定
的
協
定
の
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の

提
案
は
四
月
二
十
n
口
の
省
問
連
絡
会
議
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
ダ
レ

ス
（
旨
；
『
U
…
窃
）
国
務
長
官
も
限
定
的
協
定
に
は
理
解
を

示
し
た
も
の
の
、
国
防
総
省
と
原
子
カ
委
員
会
（
A
E
C
）
の
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
〕

い
反
対
で
政
策
転
換
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
ワ
シ
ン
ト
ン
の
否
定
的
反
応
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
タ
ッ
セ
ン

は
、
限
定
的
協
定
に
好
意
的
な
四
月
三
十
日
付
ソ
連
代
表
団
の
覚

書
を
契
機
に
、
限
定
的
協
定
案
を
検
討
す
る
よ
う
本
国
へ
働
き
か

　
（
m
）
け
た
。
さ
ら
に
五
月
九
n
口
付
で
「
第
一
段
階
と
し
て
の
隈
定
的
協

定
に
不
可
分
な
要
素
」
を
論
じ
た
政
策
提
言
を
国
務
省
に
送
っ
た
。

こ
の
限
定
的
協
定
は
、
協
定
締
結
後
直
ち
に
一
）
核
保
有
国
の
核

兵
器
の
使
用
禁
止
と
そ
れ
以
外
の
国
の
製
造
・
使
用
禁
止
、
二
）

航
空
・
陸
上
査
察
地
域
の
設
定
、
三
）
軍
の
配
備
お
よ
び
装
備
に

関
す
る
情
報
交
換
、
四
）
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
通
常
兵
カ
削
減
、

五
）
十
二
ヶ
月
問
の
核
実
験
停
止
を
行
い
、
そ
の
後
、
六
）
軍
事

用
核
分
裂
性
物
質
の
生
産
中
止
と
現
存
の
軍
事
用
核
分
裂
性
物
質

の
非
軍
事
目
的
へ
の
転
用
、
七
）
一
層
の
通
常
兵
力
削
減
を
進
め

る
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
政
策
提
言
は
、
数
次
に
わ
た

る
省
問
連
絡
会
議
を
経
て
、
五
月
二
十
五
目
の
国
家
安
全
保
障
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

議
（
N
S
C
）
で
原
則
的
に
了
承
さ
れ
た
。
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（135）同盟と核軍縮の狭間で

．
こ
の
軍
縮
政
策
の
転
換
に
お
い
て
、
査
察
地
域
設
定
の
問
題
が

占
め
て
い
た
重
要
性
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で

は
む
し
ろ
、
核
実
験
停
止
を
め
ぐ
る
論
争
が
研
究
の
主
要
対
象
に

な
う
て
い
た
。
当
時
核
実
験
の
問
題
が
非
常
に
重
要
な
政
治
的
争

点
と
な
っ
て
お
り
、
米
国
政
府
が
こ
の
時
初
め
て
核
実
験
停
止
を

受
け
入
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
従
来
の
研
究
が
こ
の
点
に
関
心
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
〕

集
中
さ
せ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
政
府
内
の
政

策
論
争
で
は
、
査
察
地
域
の
設
定
は
核
実
験
停
止
と
同
様
に
重
要

な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
比
較
的
早
い
段
階
で
妥

協
が
見
出
さ
れ
た
た
め
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
が
新
た
な
基

本
方
針
を
決
定
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ス
タ
ッ
セ
ン
は
、
自
分
の
政
策
提
言
で
二
つ
の
査
察
地
域
を
提

案
し
て
い
た
。
第
一
に
シ
ベ
リ
ア
と
北
極
圏
の
ソ
連
領
、
そ
し
て

そ
れ
に
対
応
す
る
ア
ラ
ス
カ
、
カ
ナ
ダ
、
米
国
西
部
を
含
む
米
ソ

地
域
、
第
二
に
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
ス
西
部
か
ら
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴫
）

ラ
ン
ス
東
部
に
及
ぶ
ロ
シ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
あ
る
。
米
国

政
府
な
ら
び
に
N
A
T
O
内
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
ロ
シ

ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
あ
っ
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
査
察
地
域
設
定
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
ぜ
ン
ハ
ワ

ー
政
権
内
に
は
早
く
か
ら
慎
重
な
意
見
が
存
在
し
て
い
た
。
た
と

え
ば
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
、
国
務
省
ス
タ
ッ
フ
と
の
会
議
の
席
で

「
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
に
お
け
る
査
察
地
域
設
定
は
政
治
的
に
不
可
能
」

で
あ
り
、
む
し
ろ
北
米
と
ソ
連
の
人
口
が
希
薄
な
地
域
で
試
験
的

に
査
察
を
実
施
し
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
、
と
く
に
ド
イ
ツ
を
交
渉
か

ら
除
外
す
る
」
べ
き
と
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
ダ
レ

ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
査
察
地
域
を
め
ぐ
る
N
A
T
O
内
の
対
立
が

軍
縮
協
定
へ
の
着
手
を
非
常
に
困
難
に
し
か
ね
な
い
こ
と
を
指
摘

し
た
。
国
務
省
が
限
定
的
協
定
案
を
検
討
し
た
際
に
も
「
核
兵
器

の
生
産
と
実
験
の
制
限
」
お
よ
ぴ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
で
の
査
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
〕

地
域
」
が
合
ま
れ
る
べ
き
と
の
結
論
に
達
し
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン

（
O
す
胃
一
窒
ミ
豪
昌
）
国
防
長
官
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
査
察
地
域

が
ド
イ
ツ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
分
断
を
前
提
と
し
た
も
の
に
な
り
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
帖
）

ね
な
い
と
の
警
告
を
発
し
た
。

　
政
府
内
の
慎
重
論
を
前
に
し
て
ロ
シ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
を

支
持
す
る
議
論
は
後
退
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ス
タ
ッ
セ
ン
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
の
要
講
が
な
い
か
ぎ
り
こ
れ
を
「
協
定
の
他
の
部
分
と

は
別
個
」
の
も
の
と
す
る
修
正
案
を
提
示
し
た
。
こ
の
修
正
案
は

五
月
二
十
四
目
の
省
間
連
絡
会
議
で
検
討
さ
れ
た
が
、
国
務
長
官

は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
ロ
シ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
を
そ
れ
以
外

の
査
察
地
域
か
ら
引
き
離
す
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
の
ダ
レ
ス
の
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提
案
は
受
け
入
れ
ら
れ
、
ロ
シ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
は
「
米
ソ

地
域
と
可
能
な
か
ぎ
り
切
り
離
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
見
解

を
十
分
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
」
こ
と
が
合
意

　
（
岨
）

さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
二
十
五
旧
、
大
統
領
は
省
問
連
絡
会
議
の
結

論
を
承
認
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
米
国
政
府
は
、
ド
イ
ツ
問
題
に
影
響
を
与
え
る

ロ
シ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
を
そ
の
他
の
軍
縮
提
案
か
ら
「
可
能

な
限
り
切
り
離
す
」
こ
と
に
よ
り
、
核
実
験
停
止
を
合
む
限
定
的

軍
縮
協
定
を
目
指
す
新
た
な
基
本
政
策
を
採
択
し
た
。
次
に
問
題

と
な
る
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
と
く
一
に
西
独
の
合
意
を
得
る
こ

と
で
あ
っ
た
。

西
則
協
定
案
の
形
成

　
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
が
新
た
な
軍
縮
政
策
を
実
施
す
る
う
え

で
、
西
独
政
府
の
合
意
を
確
保
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
っ

た
。
査
察
地
域
が
ド
イ
ツ
問
題
に
与
え
る
影
響
が
重
視
さ
れ
た
こ

と
を
思
え
ぱ
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。

　
当
時
の
西
独
政
府
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
軍
縮
交
渉
に
つ
い
て
以
下

の
よ
う
に
錯
綜
し
た
認
識
を
持
っ
て
い
た
。
西
独
政
府
は
、
一
方

で
、
限
定
的
軍
縮
協
定
が
ド
イ
ツ
再
統
一
の
解
決
に
先
立
っ
て
締

結
さ
れ
る
こ
と
を
す
で
に
受
け
い
れ
て
お
り
、
ス
タ
ッ
セ
ン
な
ど

は
西
独
の
反
応
に
楽
観
的
な
判
断
を
下
し
て
い
た
。
九
月
に
連
邦

議
会
選
挙
を
控
え
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
西
独
首
相
に
と
っ
て
、
西
独

が
軍
縮
交
渉
の
進
展
を
妨
げ
て
い
る
と
の
批
判
を
避
け
る
た
め
に

も
、
ロ
ン
ド
ン
会
議
の
「
成
功
は
世
界
全
体
に
と
っ
て
も
、
西
独

に
と
っ
て
も
、
そ
し
て
九
月
の
選
挙
に
お
け
る
（
与
党
）
キ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ト
教
民
主
同
盟
の
成
功
に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
」
で
あ
っ
た
。

他
方
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
、
軍
縮
交
渉
が
ド
イ
ツ
再
統
一
に
な
ん
の

進
展
も
も
た
ら
さ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
が
西
側
と
の
結
束
を
固
め
て

強
い
立
場
か
ら
臨
む
自
分
の
再
統
一
政
策
の
失
敗
と
見
な
さ
れ
か

ね
な
い
こ
と
を
恐
れ
た
。
そ
の
た
め
彼
は
再
統
一
政
策
に
対
す
る

西
側
諸
国
、
と
り
わ
け
米
国
か
ら
の
支
持
を
再
三
確
認
し
な
け
れ

　
　
　
　
　
（
㎎
〕

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
西
独
の
態
度
を
理
解
し
て
い
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー

政
権
は
、
自
ら
の
新
た
な
軍
縮
政
策
を
可
能
な
隈
り
詳
細
に
説
明

し
、
ド
イ
ツ
の
主
権
に
影
響
が
及
ぶ
場
合
に
は
「
十
全
の
事
前
協

議
」
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
、
第
一
段
階
と
い
う
べ
き
限
定
的
協

定
の
締
結
後
は
ド
イ
ツ
問
題
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
回
復
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

を
約
束
し
て
、
西
独
の
支
持
を
と
り
つ
け
よ
う
と
し
た
。
以
上
の

よ
う
な
方
針
に
沿
い
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
五
月
末
、
訪
米
中
の
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（137）同盟と核軍縮の狭問で

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
に
、
何
ら
か
の
形
で
軍
縮
問
題
に
取
り
組
む
必
要

性
を
説
い
た
。
ダ
レ
ス
は
ロ
シ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
を
め
ぐ
る

議
論
に
N
A
T
O
諸
国
が
参
加
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
さ
ら
に
米

国
は
限
定
的
協
定
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
査
察
地
域
を
設
け
る
こ
と
に

は
否
定
的
で
あ
る
と
も
つ
け
加
え
た
。
ソ
連
が
真
剣
に
交
渉
に
臨

む
か
ど
う
か
に
懐
疑
的
で
あ
つ
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
も
、
最
終
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
〕

は
米
国
の
軍
縮
政
策
を
受
け
入
れ
た
。

　
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
に
よ
る
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
へ
の
配
慮
は
こ

の
時
に
と
ど
ま
ら
な
か
つ
た
。
米
国
の
新
た
な
軍
縮
政
策
に
対
す

る
西
欧
諸
国
の
支
持
を
確
保
し
て
西
側
の
限
定
的
協
定
案
を
形
成

す
る
過
程
に
お
い
て
も
、
西
独
の
支
持
を
得
る
た
め
に
並
々
な
ら

ぬ
努
力
が
払
わ
れ
て
い
た
。

　
西
側
の
暫
定
協
定
案
に
関
す
る
本
格
的
協
議
は
六
月
中
句
か
ら

始
め
ら
れ
た
が
、
英
仏
両
国
の
主
導
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
査
察
地

域
に
関
す
る
協
議
は
、
七
月
末
に
は
膠
着
状
態
に
達
し
て
い
た
。

そ
の
主
な
原
因
は
、
七
月
十
六
日
に
西
側
の
ロ
ン
ド
ン
会
議
参
加

四
力
国
が
N
A
T
O
に
提
示
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
査
察
地
域
案
を
西

独
が
承
認
せ
ず
、
ド
イ
ツ
問
題
の
進
展
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
査
察
地
域

受
け
入
れ
の
条
件
と
す
る
婆
勢
さ
え
見
せ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
西

独
代
表
の
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ホ
ル
ン
（
ま
雪
σ
①
ユ
里
彗
斥
竃
ぎ
；
）

は
、
N
A
T
O
諸
国
問
の
協
議
で
査
察
の
方
法
を
事
前
に
決
定
し

て
お
か
な
け
れ
ぱ
、
ソ
連
と
の
交
渉
の
中
で
ド
イ
ツ
問
題
に
関
わ

る
西
独
の
利
益
が
損
な
わ
れ
か
ね
な
い
と
の
不
満
を
述
べ
た
。
そ

し
て
彼
は
、
四
力
国
提
案
で
は
移
動
式
陸
上
査
察
の
方
法
が
明
確

に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
航
空
査
察
地
域
よ
り
狭
い
陸
上
査

察
地
域
を
容
認
し
か
ね
な
い
文
言
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題

と
し
、
こ
れ
の
承
認
を
拒
否
し
た
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
も
こ
の
態
度

を
支
持
し
、
四
力
国
提
案
を
「
不
必
要
か
つ
未
熟
」
と
決
め
つ
け

　
　
　
（
2
1
）

さ
え
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
強
硬
な
西
独
の
反
応
を
前
に
し
て
、
米
国
政
府
は

妥
協
的
で
あ
っ
た
。
す
で
に
七
月
初
句
か
ら
西
独
の
反
応
を
見
守

つ
て
い
た
国
務
省
は
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
査
察
地
域
設
定
を
軍
縮
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

定
案
か
ら
削
除
す
る
よ
う
求
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
西

独
以
外
の
西
欧
諸
国
、
と
く
に
ロ
ン
ド
ン
会
議
に
参
加
し
て
い
た

英
仏
両
国
の
了
承
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ス
タ
ッ
セ
ン
に
よ
れ
ぱ
一

こ
の
二
力
国
が
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
査
察
地
域
を
そ
の
他
の
査
察
地
域

か
ら
切
り
離
す
こ
と
に
反
対
し
て
お
り
、
そ
の
根
底
に
は
米
国
と

西
独
が
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
諸
国
に
よ
る
主
導
権
確
保
を
妨
害
し
て
い
る

と
の
不
満
が
あ
っ
た
。
ス
タ
ツ
セ
ン
も
、
以
上
の
現
状
認
識
を
踏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴉
）

ま
え
て
、
国
務
省
の
要
請
に
反
対
し
た
。
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し
か
し
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
と
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
、
ス

タ
ッ
セ
ン
の
態
度
に
満
足
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
お
そ
ら
く
、

彼
の
評
価
が
米
国
政
府
内
で
著
し
く
低
下
し
て
い
た
こ
と
に
．
求
め

ら
れ
よ
う
。
五
月
に
新
た
な
基
本
方
針
が
承
認
さ
れ
た
後
、
ス
タ

ッ
セ
ン
は
訓
令
に
反
し
て
、
西
欧
諸
国
と
の
協
議
の
前
に
米
国
の

新
た
な
方
針
を
ソ
連
側
に
伝
え
て
し
ま
つ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
当

然
た
が
ら
、
米
本
国
お
よ
び
N
A
T
O
諸
国
か
ら
の
強
い
反
発
と

批
判
を
招
い
た
。
そ
れ
ま
で
ス
タ
ツ
セ
ン
に
好
意
的
で
あ
っ
た
ア

イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
で
さ
え
、
ス
タ
ツ
セ
ン
ヘ
の
信
頼
が
初
め
て
揺
ら

い
だ
と
述
べ
、
彼
の
行
為
を
「
外
交
に
携
わ
る
も
の
が
侵
し
う
る
、

も
っ
と
も
ば
・
か
げ
た
こ
と
」
と
酷
評
し
て
い
た
。
い
ま
や
、
大
統

領
や
国
務
長
官
の
目
に
は
、
ス
タ
ツ
セ
ン
の
外
交
官
と
し
て
の
信

頼
性
も
N
A
T
O
諸
国
に
対
す
る
彼
の
説
得
カ
も
疑
わ
し
く
、
こ

の
問
題
も
彼
の
能
カ
不
足
ゆ
え
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
米
国
政
府
は
急
遼
ダ
レ
ス
を
ロ
ン
ド
ン
に
派
遣
し
て
、
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
）

側
諸
国
内
の
合
意
形
成
を
う
な
が
そ
う
と
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
渡
英
し
て
問
も
な
く
国
務
長
官
は
西
側
諸
国

の
問
に
「
非
常
に
鋭
い
意
見
の
対
立
」
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た
。

七
月
三
十
同
の
西
側
ロ
ン
ド
ン
会
議
参
加
国
代
表
会
議
の
席
で
ヨ

ー
ロ
ッ
バ
査
察
地
域
の
削
除
を
求
め
た
ダ
レ
ス
は
、
英
国
お
よ
び

フ
ラ
ン
ス
代
表
か
ら
の
強
い
反
発
を
招
き
、
こ
の
会
議
は
合
意
に

至
ら
ず
に
解
散
し
た
。
西
側
諸
国
問
の
対
立
が
表
面
化
す
る
こ
と

を
恐
れ
た
ダ
レ
ス
は
、
翌
三
十
一
日
新
た
な
査
察
地
域
案
を
提
示

し
た
。
こ
れ
に
は
、
英
仏
の
主
張
を
容
れ
て
冒
－
ロ
ツ
パ
ヘ
の
査

察
地
域
設
定
が
合
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
範
囲
は
英
国
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
バ
・
ロ
シ
ア
に
及
ぷ
広
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
同
時
に

ダ
レ
ス
は
西
独
の
要
求
に
応
じ
て
、
航
空
査
察
地
域
で
は
陸
上
査

察
も
行
わ
れ
る
べ
き
二
と
、
移
動
式
陸
上
査
察
の
権
限
は
明
確
に

定
義
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
条
件
と
し
た
。
三
カ
国
の
代
表
団
は

「
相
違
を
回
避
し
つ
つ
、
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
い
」
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

提
案
を
た
だ
ち
に
受
け
入
れ
た
。

　
ダ
レ
ス
は
時
を
置
か
ず
に
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
説
得
に
着
手
し

た
。
五
月
の
会
談
で
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
査
察
地
域
を
除
外
す
る
方
針
を

伝
え
て
い
た
た
め
、
ダ
レ
ス
は
極
め
て
慎
重
で
あ
つ
た
。
ま
ず
彼

は
一
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
に
査
察
地
域
。
案
の
内
容
を
書
簡
で
説
明
し
、

そ
れ
が
西
独
の
利
益
に
反
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。

つ
い
で
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
、
N
A
T
O
に
公
式
に
査
察
案
を
承
認

さ
せ
て
西
独
へ
の
譲
歩
を
確
実
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
と
、
ダ

レ
ス
は
た
だ
ち
に
こ
れ
に
応
じ
、
西
独
の
査
察
案
受
け
入
れ
を
確

　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

実
な
も
の
と
し
た
。
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（139）同盟と核軍縮の狭間で

　
こ
の
よ
う
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
限
定
的
軍
縮
交
渉
に

着
手
す
る
う
え
で
西
独
政
府
の
合
意
を
と
り
つ
け
る
こ
と
に
極
め

て
熱
心
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
ド
イ
ツ
問
題
に
影
響
を
与
え
か
ね
な

い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
査
察
地
域
を
可
能
な
限
り
そ
れ
以
外
の
提
案
か
ら

分
離
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ソ
連
へ
の
提
案
が
西
独
の
反
対
を
招
き

に
く
い
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
こ
の
提
案
が
他
の
西
欧

諸
国
か
ら
批
判
さ
れ
る
と
、
米
国
が
両
者
の
仲
裁
に
立
ち
、
西
独

の
利
害
に
配
慮
し
た
軍
縮
協
定
案
に
な
る
よ
う
に
努
め
た
。
そ
れ

で
は
、
な
ぜ
米
国
は
こ
こ
ま
で
西
独
の
立
場
に
配
慮
し
、
西
独
と

の
軋
櫟
を
回
避
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　
第
一
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
が
真
剣
に
ソ
連
と
の
軍
縮
交

渉
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ソ
連
と
は
真

剣
な
交
渉
を
お
こ
な
う
べ
し
と
い
う
認
識
が
米
国
政
府
内
に
広
が

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
が
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
る
。
た
と
え

ば
、
ボ
ン
の
米
国
大
使
は
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
訪
米
に
よ
っ
て
「
ロ

ソ
ド
ン
に
お
け
る
交
渉
は
真
剣
な
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
「
驚
く

べ
き
発
見
」
を
し
た
、
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
上
述
し
た
よ
う

に
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
〔
軍
縮
交
渉
の
進
展
に
は
ド
イ
ツ
問
題
の

分
離
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
真
剣
な
対
ソ
交
渉
が
前
提
と

な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
説
得
力
を
持
た
な
か

　
　
　
　
　
＾
〃
）

っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
こ
れ
と
関
連
す
る
が
、
米
国
政
府
は
す
で
に
核
兵
器

の
拡
散
を
問
題
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ス
タ
ッ
セ
ン
と
ダ

レ
ス
は
共
に
核
拡
散
が
米
国
の
安
全
保
障
に
も
た
ら
す
危
険
性
を

認
識
し
て
お
り
、
そ
の
防
止
は
軍
縮
交
渉
に
お
け
る
米
国
の
主
要

な
目
的
の
一
つ
と
目
さ
れ
て
い
た
。
当
時
、
核
兵
器
開
発
を
目
前

に
し
て
い
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
が
、
西
独
が
そ
れ
に
統
く
可

能
性
は
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
。
五
四
年
の
ロ
ン
ド
ン
九
力
国
会

議
に
お
い
て
西
独
が
い
わ
ゆ
る
A
B
C
兵
器
の
製
造
放
棄
を
宣
言

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
西
独
の
核
政
策
に
は
疑
い
の
目
が
向
け

ら
れ
て
い
た
。
現
在
の
学
会
で
も
、
こ
の
問
題
に
決
着
が
つ
い
た

と
は
い
い
が
た
い
。
西
独
の
参
加
す
る
隈
定
的
協
定
が
米
国
の
目

　
　
　
　
（
㎎
）

標
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
西
独
の
国
内
政
治
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
イ
ゼ
ン

ハ
ワ
ー
政
権
は
、
来
る
連
邦
議
会
選
挙
で
の
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
勝

利
を
米
国
の
対
西
独
政
策
上
不
可
欠
と
見
な
し
て
お
り
、
選
挙
が

終
わ
る
ま
で
は
西
独
政
府
と
の
衝
突
を
可
能
な
限
り
回
避
し
よ
う

と
し
て
い
た
。
野
党
第
一
党
で
あ
る
社
会
民
主
党
が
依
然
と
し
て

西
側
と
の
同
盟
に
消
極
的
で
あ
る
以
上
、
米
国
に
と
っ
て
ア
デ
ナ

931



一橋論叢　第123巻　第1号　平成12年（2000年）1月号　（140）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

ウ
ア
ー
に
変
わ
る
選
択
肢
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
米

国
政
府
は
、
ソ
連
と
の
交
渉
を
破
綻
さ
せ
な
い
、
西
独
の
再
統
一

政
策
を
損
な
わ
な
い
、
と
い
う
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
都
合
の
い
い
要

請
に
も
応
じ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
五
七
年
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
ド
イ
ツ
問
題
に
関
わ
る

西
独
の
利
益
を
損
な
わ
な
い
形
で
の
ソ
連
と
の
限
定
的
軍
縮
交
渉

を
試
み
た
。
そ
の
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
の
査
察
地
域
設
定
を
そ
れ

以
外
の
限
定
的
協
定
案
か
ら
切
り
離
し
、
ド
イ
ツ
問
題
を
限
定
的

軍
縮
交
渉
全
体
か
ら
分
離
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
多

く
の
西
欧
諸
国
が
何
ら
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
査
察
地
域
を
求
め
る
の

に
直
面
し
て
、
西
独
の
利
害
に
も
配
慮
し
た
妥
協
案
を
提
示
す
る

こ
と
に
よ
う
て
、
西
側
諸
国
間
の
対
立
が
表
面
化
す
る
こ
と
を
防

い
だ
の
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
ド
イ
ツ
再
統
一
と
軍
縮
交
渉
の
狭

間
に
立
っ
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
こ
の
二
つ
の
間
題
の
妥

協
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
見
出
し
た
妥
協
案

は
、
五
七
年
に
は
成
果
を
生
ま
な
か
う
た
。
ソ
連
側
は
す
で
に
ロ

ン
ド
ン
会
議
に
見
切
り
を
つ
け
て
い
て
、
西
側
の
限
定
的
協
定
案

を
待
た
ず
に
、
軍
縮
交
渉
の
枠
組
み
を
改
革
す
る
よ
う
訴
え
始
め

た
。
ロ
ン
ド
ン
会
議
は
、
旦
ハ
体
的
な
進
展
を
見
る
こ
と
な
く
解
散

（
3
0
）

し
た
。

ド
イ
ツ
問
題
分
離
の
完
成

五
八
年
四
月

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
ソ

連
と
の
軍
縮
交
渉
を
巡
糺
政
権
内
お
よ
ぴ
西
欧
同
盟
国
と
の
議
論

を
つ
う
じ
て
、
ド
イ
ツ
問
題
と
限
定
的
軍
縮
交
渉
と
の
分
離
を
基

本
方
針
の
一
部
と
す
る
姿
勢
を
固
め
て
い
た
。
七
月
に
は
西
独
を

除
く
西
欧
諸
国
の
反
対
を
前
に
妥
協
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
こ

れ
は
む
し
ろ
米
国
政
府
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
査
察
地
域
設
定
に
対
す
る

消
極
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
針
は
、
五
七
年
中
は
具
体

的
な
成
果
を
生
ま
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
五
八
年
四
月
二
十
八
日

に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
i
大
統
領
が
査
察
の
み
を
条
件
と
す
る
核
実
験

禁
止
を
ソ
連
政
府
に
提
案
し
た
、
ア
ン
ブ
ロ
ー
ス
の
い
う
「
歴
史

的
転
換
」
は
、
こ
の
方
針
が
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
で
可
能
に
な
っ
た

　
　
　
（
訓
）

の
で
あ
る
。

　
五
七
年
末
以
来
、
米
国
政
府
は
軍
縮
問
題
で
ソ
連
の
一
方
的
な

攻
勢
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
外
務

大
臣
が
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
非
核
地
帯
の
設
定
を
求
め
た
、
い
わ
ゆ

る
「
ラ
パ
ツ
キ
計
画
」
で
あ
る
。
ソ
連
政
府
は
こ
の
ラ
パ
ツ
キ
計

画
を
支
持
し
、
米
国
政
府
に
首
脳
会
談
の
開
催
を
迫
っ
て
き
た
。
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（141）同盟と核軍縮の狭問で

ま
た
、
五
七
年
十
月
の
ソ
連
に
よ
る
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
打
ち
上
げ
成

功
は
、
西
側
同
盟
の
中
に
米
国
の
核
抑
止
戦
略
に
対
す
る
不
安
を

生
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
N
A
T
O
加
盟
国
に
は
、

米
国
の
冒
ー
ロ
ッ
パ
防
衛
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ヘ
の
保
証
と
、
ソ

連
と
の
軍
縮
交
渉
再
開
を
求
め
る
声
が
高
ま
づ
た
。
こ
の
行
き
詰

ま
り
か
ら
の
打
開
を
、
軍
縮
交
渉
に
お
い
て
目
指
し
た
の
が
ダ
レ

　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

ス
国
務
長
官
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
三
月
二
十
四
日
の
会
議
で
、
ソ
連
が
問
も
な
く
一
方
的
核

実
験
停
止
を
発
表
す
る
と
の
情
報
を
も
と
に
、
国
務
長
官
は
核
実

験
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
提
案
し
た
。
彼
は
ソ
連
の
発
表
が
米
国
の

イ
メ
ー
ジ
を
決
定
的
に
悪
化
さ
せ
る
と
主
張
し
、
大
統
領
も
ダ
レ

ス
の
立
場
に
理
解
を
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
防
総
省
と
軍

部
、
そ
し
て
A
E
C
の
強
硬
な
反
対
を
前
に
、
こ
の
時
の
提
案
は

放
棄
さ
れ
た
。
一
週
間
後
に
ソ
連
が
核
実
験
停
止
を
発
表
す
る
と
、

ダ
レ
ス
が
予
想
し
た
と
お
り
、
米
国
に
も
同
様
の
行
動
を
求
め
る

　
　
　
　
　
（
鎚
）

声
が
高
く
な
う
た
。
つ
い
で
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
、
軍
縮
問
題
顧

問
と
の
会
談
を
利
用
し
て
、
核
実
験
停
止
の
方
向
に
向
け
て
政
権

内
の
意
見
調
整
を
計
っ
た
。
軍
縮
問
題
顧
問
は
、
ロ
ヴ
ェ
ッ
ト

（
刃
o
幕
ユ
ー
o
き
δ
元
国
防
長
官
、
マ
ッ
ク
ロ
イ
（
－
o
葦
－

…
o
O
－
ξ
）
元
ド
イ
ツ
高
等
弁
務
官
、
グ
リ
ュ
エ
ン
タ
ー
ル
（
≧
■

串
＆
o
昌
雪
；
蟹
）
将
軍
、
ス
ミ
ス
（
幸
巴
詰
『
軍
ω
昌
一
；
）
将

軍
か
ら
成
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
強
い
影
響

力
を
持
っ
て
い
た
。
四
月
八
日
の
会
議
は
前
年
八
月
に
西
側
が
採

択
し
た
限
定
的
軍
縮
協
定
案
の
解
説
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
二
十
六

日
の
会
議
で
は
、
と
く
に
査
察
地
域
設
定
に
関
わ
る
政
治
的
問
題

が
強
調
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
限
定
的
協
定
案
を
さ
ら
に
分
割
す
る

必
要
が
訴
え
ら
れ
た
。
結
局
ダ
レ
ス
は
、
二
年
問
は
核
実
験
を
停

止
す
る
用
意
が
あ
る
旨
を
発
表
す
る
こ
と
に
、
顧
問
た
ち
の
含
意

を
得
た
。
大
統
領
が
ニ
キ
タ
・
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
（
；
＝
訂
丙
～
易
一

ぎ
ま
く
）
ソ
連
首
相
に
相
互
査
察
の
下
で
の
核
実
験
禁
止
を
提
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脳
）

し
た
の
は
、
そ
の
二
日
後
で
あ
っ
た
。

　
ダ
レ
ス
国
務
長
官
が
従
来
軍
縮
交
渉
に
否
定
的
で
あ
っ
た
の
は
、

ス
タ
ッ
セ
ン
を
政
府
内
政
治
に
お
け
る
ラ
イ
バ
ル
と
み
な
し
た
か

ら
で
あ
り
、
ス
タ
ッ
セ
ン
が
五
八
年
二
月
に
辞
任
し
た
の
で
、
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舶
）

レ
ス
は
軍
縮
交
渉
の
支
持
者
に
な
っ
た
、
と
い
う
説
が
存
在
す
る
。

こ
の
よ
う
な
一
面
は
、
た
し
か
に
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
軍

縮
問
題
顧
問
た
ち
と
の
会
談
か
ら
は
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
が
依
然

と
し
て
ド
イ
ツ
問
題
と
軍
縮
交
渉
の
分
離
に
固
執
し
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
は
査
察
地
域
を
、
と
く
に
ヨ
i
ロ
ッ
パ
に

設
け
る
こ
と
が
惹
き
起
こ
す
政
治
的
問
題
を
再
び
強
調
し
、
軍
縮
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交
渉
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
、
核
実
験
停
止
の
提
案
を
そ
の
他
の

軍
縮
提
案
か
ら
切
り
離
す
よ
う
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
ダ
レ
ス
の
方
針
は
五
七
年
春
の
時
か
ら
変
化
し
て
い
な

い
。
む
し
ろ
彼
は
、
軍
縮
交
渉
を
速
や
か
に
進
め
る
た
め
に
は
、

と
く
に
ド
イ
ツ
問
題
の
よ
う
な
政
治
的
複
雑
さ
を
は
ら
む
事
柄
か

ら
は
軍
縮
問
題
を
切
り
離
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
方
針
を
、

こ
の
時
に
な
っ
て
よ
り
徹
底
的
に
適
用
し
た
と
も
い
い
得
る
で
あ

ろ
う
。
ス
タ
ッ
セ
ン
と
ダ
レ
ス
の
間
に
は
、
同
盟
国
へ
の
配
慮
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

い
う
点
で
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
も
た
し
か
な
の
で
あ
る
。
両
者
の

間
に
は
、
政
権
内
の
権
力
争
い
と
同
時
に
、
軍
縮
政
策
と
同
盟
国

の
関
係
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
見
解
の
相
違
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
五
七
年
か
ら
五
八
年
に
お
よ
ぶ
米
国
軍
縮
政
策
の
転
換
期
に
お

い
て
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
一
貫
し
て
ド
イ
ツ
間
題
と
軍
縮
交
渉

の
分
離
を
主
張
し
た
。
五
七
年
の
時
点
で
彼
が
軍
縮
交
渉
進
展
の

た
め
に
こ
の
主
張
を
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
た
し
か
に
疑
問

が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
結
果
的
に
は
、
彼
が
ド
イ

ツ
問
題
の
分
離
に
固
執
し
た
た
め
に
西
側
諸
国
と
の
交
渉
は
一
層

困
難
に
な
り
、
ソ
達
と
の
交
渉
に
も
悪
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
、

五
八
年
に
な
る
と
、
ま
さ
に
ド
イ
ツ
問
題
を
切
り
離
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
ダ
レ
ス
は
核
実
験
停
止
の
提
案
を
可
能
な
ら
し
め
、

交
渉
を
一
歩
前
進
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

結
論

軍
縮

　
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
首
脳
会
談
と
五
八
年
の
第
二
次
ベ
ル
リ
ン
危
機
の

問
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
軍
縮
政
策
と
ド
イ
ツ
問
題
と
の

関
係
は
決
定
的
な
転
換
を
と
げ
た
。
当
初
、
西
側
諸
国
は
ド
イ
ツ

再
統
一
の
解
決
が
包
括
的
軍
縮
の
前
提
に
な
る
べ
き
と
の
立
場
を

と
っ
て
い
た
。
し
か
し
包
括
的
軍
縮
と
い
う
枠
組
み
が
一
度
崩
さ

れ
る
と
、
ド
イ
ツ
問
題
と
軍
縮
交
渉
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
は
そ
の
拘

束
力
を
失
い
始
め
た
。
こ
の
方
法
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
米
国
政

府
は
、
ド
イ
ツ
問
題
の
よ
う
な
政
治
的
間
題
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
東
西
問
で
緊
急
性
の
あ
る
軍
縮
問
題
を
協
議
す
る
用
意
が

で
き
た
。
さ
ら
に
、
米
国
政
府
は
核
実
験
の
停
止
を
そ
れ
以
外
の

軍
縮
問
題
と
切
り
離
し
て
提
案
す
る
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
問
題
と
の

リ
ン
ケ
ー
ジ
を
ほ
と
ん
ど
名
目
的
な
も
の
に
し
て
し
ま
づ
た
。

．
こ
れ
に
よ
っ
て
同
盟
国
、
と
く
に
西
独
が
、
ド
イ
ツ
問
題
へ
の

影
響
を
理
由
に
、
米
ソ
核
軍
縮
交
渉
に
歯
止
め
を
か
け
る
の
は
不

可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
ド
イ
ツ
問
題
と
軍
縮
交
渉
の
分
離
は
、

米
国
が
西
独
の
国
益
を
無
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
に
生
じ
た
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（143）同盟と核軍縮の狭間で

の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
が
西
独
政
府
の

要
請
に
応
ず
る
に
つ
れ
て
、
ド
イ
ツ
問
題
と
限
定
的
軍
縮
交
渉
と

の
距
離
が
拡
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
長
期
的
に
は
、
ド
イ
ツ
問
題
と
軍
縮
交
渉
の
分
離
は
、

ド
イ
ツ
間
題
、
あ
る
い
は
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
政
権
の
再
統
一
政
策
に

否
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
っ
た
。
こ
の
分
離
に
よ
っ
て
す
く

な
く
と
も
米
国
側
に
は
、
ド
イ
ツ
問
題
に
つ
い
て
は
現
状
を
維
持

し
つ
つ
ソ
連
と
の
関
係
改
善
を
目
指
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
ソ
連
は
、
後
の
ベ
ル
リ
ン
危
機
に
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
〔
東
独
の
正
統
性
を
西
側
に
も
認
め
さ
せ
て
ド
イ
ツ
分
断
を

固
定
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
ソ
連
は
、
米
国
と
は
別
の
立
場
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
帥
〕

ら
、
ド
イ
ツ
問
題
に
執
着
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
部
分

的
核
実
験
禁
止
条
約
の
締
結
が
示
す
よ
う
に
、
長
期
的
に
は
ソ
連

政
府
も
ド
イ
ツ
問
題
の
切
り
離
し
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
と
い
え

よ
う
。
結
果
と
し
て
、
ド
イ
ツ
問
題
は
米
ソ
関
係
の
改
善
に
取
り

残
さ
れ
る
形
に
な
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
冷
戦
の
長
期
的

な
変
化
を
示
唆
し
て
い
る
。
ア
イ
ゼ
ン
．
ハ
ワ
ー
政
権
第
二
期
に
お

い
て
、
核
軍
縮
交
渉
と
い
う
米
ソ
共
通
の
利
害
は
、
少
な
く
と
も

米
国
と
西
欧
同
盟
国
共
通
の
利
害
に
匹
敵
す
る
重
要
性
を
有
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
米
国
政
府
は
、
ド
イ
ツ
問
題
な
い

し
は
軍
縮
交
渉
の
一
方
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
二
つ

の
問
題
の
妥
協
を
計
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
米

ソ
超
大
国
共
通
の
利
害
の
認
識
を
冷
戦
の
「
安
定
化
」
、
さ
ら
に

は
「
制
度
化
」
に
不
可
欠
な
要
件
と
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
五

〇
年
代
後
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
冷
戦
は
、
こ
の
方
向
に
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎚
）

か
っ
て
歩
を
進
め
つ
つ
あ
っ
た
。
五
〇
年
代
後
半
に
は
、
米
独
関

係
が
相
対
的
安
定
を
享
受
し
た
下
で
、
冷
戦
の
構
造
的
変
容
が
進

み
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
と
く
に
「
二
重
の
封
じ
込
め
」
に
つ
い
て
は
、
ミ
o
亭
凹
ヨ
雪
彗
－

ま
ま
■
9
§
§
｝
㌧
§
茎
s
一
b
s
§
s
き
「
～
さ
s
ε
g
o
雫

§
§
き
ミ
雪
ミ
喜
（
z
婁
震
く
彗
一
ま
一
。
；
ぎ
邑
q

～
①
員
－
竃
o
・
）
；
o
昌
竃
＞
一
ω
o
巨
竃
旨
』
§
き
き
9
§
§
三

旨
ぎ
＼
き
g
毫
§
、
§
き
き
ミ
完
s
星
茎
o
呉
9
§
§
｝

（
O
凹
日
口
σ
『
－
α
O
q
o
n
｝
凹
『
く
與
H
α
　
⊂
コ
ー
く
o
『
眈
岸
｝
　
、
『
①
眈
9
　
－
o
㊤
－
し
　
0
9
『

－
o
邑
窃
冨
只
．
s
§
｛
§
，
ξ
ぎ
－
轟
§
ぎ
ミ
§
雨
§
ぎ
』
勿
§
“
轟

8
s
、
、
ミ
『
8
⑮
o
s
ぎ
“
翁
§
ミ
o
§
』
b
へ
｝
↓
竈
、
（
○
×
δ
『
匝
一
〇
宍
｛
o
『
o

⊂
葦
婁
ξ
～
婁
」
O
睾
）
さ
ら
に
、
憲
冨
≦
9
薫
P
O
雫

§
§
k
§
、
§
雨
§
き
包
吻
§
8
一
㌧
、
畠
s
ミ
完
良
§
§
隻
営
～
、

（
O
彗
茎
島
①
≡
彗
ぎ
…
く
。
邑
二
曇
血
一
嚢
8
書
P
。
・
l

U
與
く
－
鵯
O
－
四
｝
－
凹
『
o
目
9
0
Φ
ヨ
§
s
S
吻
δ
、
ぎ
雨
専
o
彗
“
・
§
9
0
価
§
邑
S
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カ
雨
S
§
昌
§
雨
S
－
｛
茗
｝
ぎ
雨
㌧
昆
雨
S
S
冨
雨
「
b
§
（
O
す
O
0
9
主
－
＝
一
C
自
－
く
而
『
．

ω
身
。
；
冒
；
O
§
；
二
・
婁
」
嚢
・
）
9
胃
一
①
覧
・
何
一
彗
戸

§
き
ぎ
亀
轟
寒
§
呉
9
§
目
ミ
ぎ
§
鳶
§
§
ぎ
§
急
，

§
b
§
§
§
し
§
－
亀
＄
（
｝
陣
一
饒
昌
…
二
g
冨
ま
旨
畠

巾
嚢
ω
し
彗
一
）
｝
與
o
l
N
．
ζ
與
…
二
巨
9
ヨ
彗
一
§
雨
b
s
§
』
．

§
；
ξ
一
9
§
§
き
ミ
雪
ミ
亘
』
塞
．
－
§
一
ω
彗
勺
彗
．

a
ω
8
二
毒
∋
き
。
冨
一
ω
｝
ま
轟
勺
・
；
冨
ざ
冨
二
蓬
’
）

　
－
違
－
讐
も
参
照
。

（
2
一
．
力
。
。
・
竃
ξ
嚢
P
§
雨
婁
§
ω
§
8
§
乱
§
貧
O
§
．

§
§
こ
婁
－
』
竃
二
寒
昌
ぎ
き
一
§
S
ミ
§
吻
ρ
昌
ま
ヨ

　
○
メ
申
o
『
口
d
三
く
o
轟
津
｝
、
『
①
ω
ω
一
－
〇
一
牟
）
㎝
了
↓
M
l
＞
チ
目
①
・
一
≦
o
H
后
里
』
『
－

事
、
零
ぎ
・
註
畠
彗
α
零
…
妻
き
昌
邑
§
ぎ
姜
・
．
ω
Ω
睾
．

昌
彗
勺
。
＝
睾
．
．
彗
－
員
巨
碧
訂
a
寿
ζ
目
ω
冒
俸
冒
ま

奏
員
9
勢
．
’
ぎ
§
ぎ
一
鳶
審
§
ぎ
§
・
二
嚢
き
§
き
・
．

“
雪
ミ
喜
き
ぎ
』
§
吻
（
o
・
冨
畠
』
葦
姜
ξ
三
＝
一
昌
武

零
婁
L
馨
一
）
事
§
－
ム
o
』
彗
ヱ
冒
。
・
雪
9
き
冨
、
ぎ
昌
邑

ま
彗
彗
。
『
二
。
豪
向
o
ω
脅
U
自
＝
夢
彗
o
峯
邑
o
o
冒
彗
．

　
　
＞
暮
ま
彗
家
一
き
o
冨
一
、
．
ま
雪
o
巨
a
声
巨
量
…
昌
一
①
α
・
一

ミ
昌
き
§
こ
§
婁
§
ミ
ぎ
b
ミ
§
§
9
§
§
巨
§
・

（
冒
；
き
『
ヨ
昌
g
冒
o
書
姜
身
巾
嚢
9
嚢
〇
一
）
看

　
　
－
O
㊤
1
竃
．

（
3
）
　
引
用
は
、
竃
o
0
8
『
鷺
巾
巨
目
o
メ
b
§
鷺
「
亀
竃
軋
ω
s
§
｛
§
－
．
．

　
　
○
ぎ
§
き
§
§
き
§
こ
ミ
§
ミ
婁
、
§
一
さ
§
（
茅
峯

　
　
く
o
寿
一
≦
鼻
品
o
巾
8
訂
」
竃
o
。
一
）
轟
†
ω
富
一
ω
轟
．
望
．
そ
の
他
、

　
　
カ
o
σ
賢
＞
．
g
三
轟
吏
o
§
轟
o
s
き
雨
§
邑
一
§
軸
き
き
ミ

　
ぎ
良
民
s
ミ
b
軸
庁
員
膏
』
o
｝
収
－
－
6
①
o
（
Z
o
考
く
o
『
斥
一
〇
x
『
o
『
匹
ζ
目
～
⑭
『
．

ω
身
巾
嚢
ω
L
婁
．
）
幕
昌
一
寡
§
ぎ
§
・
§
ミ
ぎ
§
軋
§
・

　
（
Z
o
峯
く
o
『
斤
一
〇
x
『
o
『
」
ζ
三
く
雲
ω
簑
｝
勺
篶
ω
㎝
一
－
o
o
o
ポ
）
　
一
〇
㎝
．
蜆
蜆
・

　
ω
8
o
プ
o
コ
内
．
＞
∋
σ
『
o
ω
P
■
沫
軸
ミ
｝
o
§
雨
「
㌧
『
ぎ
耐
キ
雨
9
巨
雨
s
甘
（
Z
①
峯

く
o
『
汀
ω
ま
昌
俸
ω
争
冨
奪
’
嚢
む
ω
竃
－
｛
o
9
仁
ミ
ー
買
亀
甲

　
○
戸
蜆
－
0
1
M
蜆
．
↓
ブ
O
目
一
與
ω
｝
．
ω
O
與
O
o
μ
、
＞
O
O
－
0
4
く
O
『
ユ
O
H
ω
①
o
斥
ω

　
勺
o
與
o
①
一
向
a
o
箏
江
o
老
①
『
．
ω
ω
弐
凹
註
胴
｝
↓
o
H
Z
自
o
5
剋
『
∪
ポ
凹
『
∋
団
．

冒
彗
戸
．
．
b
量
§
・
ぎ
き
暮
ミ
ニ
ー
ω
（
峯
葦
⑦
二
§
’
）
o
o
・
竃
．

　
ご
．
（
4
）
　
前
述
の
研
究
に
加
え
て
、
雪
o
ぎ
＆
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